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( 1 ) 
-346一 社会福祉学
表1 日・緯両国の子どもの性別，学年別資料の実数
:コピ寒 韓国 (234) row 日本 (293) row 4 5 6 total 4 5 。‘ total 
9j 43 34 48 125 59 39 50 148 18泊 14.53 20.51 53.42 20.14 13.31 17.16 50.61 
!x. 32 39 38 109 49 53 43 145 13.67 16.67 16.24 46.58 16.72 18.09 14.68 49.39 
Colnmn 75 73 86 234 108 92 93 293 



























































E. W .Burgessの著書 rThefamily J 31から引用した


















































C下ョ壬別 全体 男 f 1正
子
LJ 持 円 W~ 口
86 124 傘事 53 71 卒事 33 53 * 独立心・向主性KiJんたて子 30.82 53.91 37.06 51.72 24，26 49，5 
6 29 4 16柿 2 13本*創造力Ic::/Jむチ 2.15 12.61 2，80 13.01 1.47 12.15 
28紳 5 1 2 17 ホホ 3 情操の殺かな子 10.04 2.17 7.69 1.63 12，50 2，80 
34 27 13 14 21 13 だれとでも協力できる子 12.19 11. 74 9.09 11.38 15.44 12.15 
4 1 2 6 2 5 すすんで公衆道徳を守る子 1.43 4.78 1.40 4.88 1.47 4.67 
約守束やきめた乙とはしっかり 57柿 14 32紳 7 25キ* 7 
る子 20.43 6.09 22.38 5.69 18.38 6.54 
26‘ 10 9 3 17 7 はっきり向己の怠比をいう子 9.32 4，35 6.29 2.44 12.50 6.54 
21 8 7 2 14 6 
5.61 礼儀正しい子 7，53 3.48 4.90 1.63 10.29 
4 3 。金銭をそまつにしないF 1.43 0.43 2，10 0.81 0.74 0，001 
9本* 。 8 。 。勤労を持ぶ子 3.23 0，00 5.59 0.00 0.74 0.00 
星空昧や教疫を深めるために、 4 3 。
努力する子 1.43 0.43 0.70 0.81 2.21 0.00 。 。 。 。 。 。
その{也 0.00 0.00 0，∞ 0.00 0.00 0.00 


























主性の子J(x'=27. 73， p<O.OO)， i創造力の子J (x'= 
21.53， p<O.OO)をあげるものが多く， i情操の豊かな
子J (x'= 12.58， p<O.OO)， i約束を守る子J (x' = 
21.61， p<O.OO)， iはっきり意見をいう子J (ど=4.74，







もに「独立 ・自主性の子J(男:ど=11.34， p<O.OO， 
女 :x'=16.72， p<O.OO)， i創造力iζ富む子J (男:
x'=9.9I， p<O.OI，女 :ど=11.72， p<O.OO)を，日
本の母親より重視しており， 日本の母は 「↑青操豊かな子J
(男:x' = 5.24， p < 0.03，女;ぷ=7.40，p<O.OI)， 











まじめに勉強して名をあげる 15 5.30 
を自分すのる趣味に合ったくらし方 132 * 
46.64 
くよくよしないでくらす 24 8.48 
ど乙までも清く正しくくらす 44 15.55 
国家・社会のためにすべてを 24 
ささげてくらす 8.48 
その他 16 5.65 











をあげるJ (x'=44.71. p<O，OO)， i国家 ・社会のため
にすべてを8さけるJ (ど=14.49， p<O.OO)が多い。
韓 日 斡 日 韓
32 18 15 10 17 * 
14.35 12.68 12.61 7.09 16.35 
59 * 8 27 * 7 32料
26.46 5.63 22.69 4.96 30.77 
39 61 * 20 71 ** 19 
17.49 42.96 16.81 50.35 18.27 
14 10 7 14 7 
6.28 7.ω 5.88 9.93 6.73 
31 26 19 18 12 
13.90 18.31 15.97 12.77 11.54 
45 梅本 13 29 キキ 1I 16 
20.28 9.15 24.37 7.80 15.38 
3 6 2 10 
1.35 4.23 1.68 7.09 0.96 
223 142 119 141 104 























「趣味iζ合ったくらしJ(.r = 26.51， p<O.OO)の項目
において，日本の母が斡困より多く，総同の母は「名


























下したと恩うJ (ど=10.51， p<O.OI)が多く ，日本の








昨こいIJ 全体 男子 1;:. 子
国別 日 緯 日 続 日 続
14 31 * 6 19 ・ 8 12 そう思う 4.84 13.78 4.14 15.83 5.56 11.43 
76料 26 38 * 15 38 *ホ 1 どちらかというとそう思う 26.30 11.56 26.21 12.50 26.39 10.48 
あまりそのように思わない 199 168 101 86 98 82 68.86 74.67 69.66 71.67 68.06 78.10 
289 225 145 120 144 105 
100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
表5 しつけへの自信について
作 性別
全体 男子 女 手
国別 日 韓 日 的 日 持
39 61 *本 15 31 24 30 * f"Hil"がある 13.36 26.52 10.20 25.∞ 16.55 28.30 
どちらかといえば臼fdがある 10 *本 61 60 * 33 50 37.67 26.52 40.82 26.61 34.48 
126 94 64 55 62 39 どちらかといえば不安である 43.15 40.87 43.54 44.35 42.76 36.79 
17 14 8 5 9 9 不安である 5.82 6.09 5.44 4.03 6.21 8.49 
292 230 147 124 145 106 
100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 




l;下 二 王性別 全体 男子 女子.!JIJ 日 車章 日 鈴 日 緯
子絡などどもの生活態度 ・習慣・ 性 77 62 41 33 36 29 
22.85 21.23 23.84 21.29 21.82 21.17 
子係どもとの意志疎通・信頼関 14 19 6 9 8 10 
など 4.15 6.51 3，49 5.81 4.85 7.30 
子どもの将来の進路について 44 39 27 19 17 20 13.06 13.36 15.70 12.26 10.30 14.60 
子どもの勉学について 38 39 16 20 22 19 11.28 13.36 9.30 12.90 13.33 13.87 
子どもの健康・体力について 23 32 14 17 9 15 6.82 10.96 8.14 10.97 5.45 10.95 
子どもの友人関係について 32 16 17 12 15 本 4 9.50 5.48 9.88 7.74 9.ω 2.92 
子どもの非行について 31 * 12 17 8 14 * 4 9.20 4.1 9.88 5.16 8.48 2.92 
子ど談もの教育についての情報 7 23柿 4 11ホ 3 12 *  
や相について 2.08 7.88 2.33 7.10 1.82 8.76 
子どもの信しつ持けや教育なとに 40・‘16 17 9 23 * 7 
ついて自がってない乙と 11.87 5.48 9.88 5.81 13.94 5.11 
12 23市 4 12本 8 1 教育方針jζ関するζと
3.56 7.回 2.33 7.74 4.85 8.03 
ただなんとなく 16 6 8 2 8 4 4.75 2.05 4.65 1.29 4.85 2.92 
その他 3 5 3 2 2 . 0.89 1.71 0.58 1.94 1.21 1.46 
337 292 172 155 165 137 












































t下 性別 全 体 男 子 女子国J.JIJ 日 斡 日 緯 日 車章
22 23 12 13 10 10 十分満足
7.69 9.96 8.33 10.48 7.04 9.35 
167 145 75 7 92 68 大体において満足
58.39 62.77 52.08 62.10 64.79 63.55 
91 59 55 31 36 28 少し不満がある 31.82 25.54 38.19 25.00 25.35 26.17 
6 4 2 3 4 大いに不満がある
2.10 1.73 1.39 2.42 2.82 0.93 
286 231 144 124 142 107 五十 100.00 100.00 100.00 100.00 I 100.00 I 100.00 
表8 子どもの将来への期待
じミ性別
全 体 男子 女子
同別 臼
121 fJ.!以上のものになってほしい 41.58 
119 * 能力相応のものでよい 40.89 
51 * どちらとも言えない
17.53 






37.97， p<O.OO) が全体の 'I~数以上を山め Il 本より












「高等学校jが最も多く ，次いで， 1短期大学 ・専門学
校Jf4年制大学」の順である。なお，韓同の母はH本
の母より 14年制大学J(r=63.44， p<O.OO)， 1大学
韓 日 車幸 日 総
158ホ* 61 82 * 60 76 * 
68.70 41.78 67.21 41.38 70.37 
65 62 * 36 57 * 29 
28.26 42.47 29.51 39.31 26.85 
7 23 4 28材 3 
3.01 15.75 3.28 19.31 2.78 
230 146 122 145 108 
100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
( 7 ) 
院J(ど=95.16， p<O.OO)が多く， 11ノドのほは特同の

























? 社 会 福祉学
表9 期待される子どもの学歴0:: 性別 全体 男子 女子
国 別 日 緯 日 車章 日 緯
3 2 。 2 2 義務教育 1.03 0.87 0.69 0.00 1.38 1.87 
116 *本 10 43ホ* 4 73本* 6 高等学校 40.00 4.35 29.66 3.25 50.34 5.61 
89ホ* 9 35ホ* 2 54 * 7 短期大学・専門学校
36.69 3.91 24.14 1.63 37.24 6.54 
61 126 *  53 61 8 65 ** 4年制大学 21.03 54.78 36.55 49.59 5.52 60.75 
68材 46 * 。 22料大学院 0.34 29.57 0.69 37.40 0.00 20.56 
14 7 8 4 6 3 わからない 4.83 3.04 5.52 3.25 4.14 2.80 
6 8 4 6 2 2 その他
2.07 3.48 2.76 4.88 1.38 1.87 
計 290 230 145 123 145 107 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 I 100.00 
表10 基本方針の決定者
口、3T全体 男子 女子H 斡 日 斡 日 車草
父 23 
53 車場 13 24 * 10 29 * 
7.93 22.94 8.90 19.51 6.94 26.85 
母 70 66 37 36 33 30 24.14 28.57 25.34 29.27 22.92 27.78 
父母が相談して 195 * 106 95 * 61 100 ** 45 67.24 45.89 65.07 49.59 69.44 41.67 
祖父または祖母 4 2 
。 2 
0.34 1.73 o.印 1.63 0.00 1.85 
その他 2 
。 。 2 
0.34 0.87 0.00 0.00 0.69 1.85 
290 231 146 123 144 108 
































glj 日 車年 u 車 日 車年
151・$ 16 81紳 12 70・* 4 主として家が行うべき 51.71 6.90 55.10 9.68 48.28 3.70 
139 216・$ 64 112本$ 75 104柿家庭と学校の双ノザで行うべき 47.60 93.10 43.54 90.32 51.72 96.30 
2 。 2 。 。 。主として学校が行うべき 0.68 0.00 1.36 O.∞ 0.00 0.00 。 。 。 。 。 。
その他 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
292 232 147 124 145 108 J十 100.∞ 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
表12 父母聞のしつけの一致度
汗ヒ互主l 全体日
27 一致している 9.51 
188特大体一致している 66.20 
65 少しくいちがっている 22.89 

































( 9 ) 
リi子 ちE 子
u 4事 日 車草
13 27 車市 14 16 
9.15 22.31 9.86 14.95 
96 本市 64 92 66 
67.61 52.89 64.79 61.68 
32 29 33 19 
22.54 23.97 23.24 17.76 
3 6 
0.70 0.83 2.11 5.61 
142 121 142 107 








(男:ど=64.67，p<O.OO，女;.r' = 59.42， p<O.OO) 
で多く ，日本のほは韓同の0:より「家が行うべきである」











表 13 賞 罰
民℃互1別 全 体 男子 女子日 緯 日 ~ 臼 緯
ほめるζとが多い 55 77“ 27 43 •• 28 34事
19.10 33.48 18.75 35.25 19.44 31.48 
しかる乙とが多い 193本 131 95 69 98 62 67.01 56.96 65.97 56.56 68.06 57.41 
その他 40 22 22 10 18 12 13.89 9.57 15.27 8.20 12.50 11.11 
3十 2邸 230 144 122 144 108 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 






はい、ときどき 214 73.29 
はい、いつも 7 2.40 






















斡 日 総 H 斡
50 43 * 23 28 27 
21.55 29.25 18.55 19.31 25.00 
180 100 100 * 114 80 
77.59 68.03 80.65 78.62 74.07 
2 4 3 
0.86 2.72 0.81 2.07 0.93 
232 147 124 145 108 
100.00 100.00 100.00 100.00 100.001 
(10) 

































X I 50 X I 50 
不満 益 10.8 1 2.948  11.55 32.548 1 0.01 10.86 2. 11.56 0.00 
非難 益 10.84 11.05 0.47 10.54 .74 10.67 .48 0.58 
厳格 連 10.42 7 3.07 9.93 3.16 0.05 10.25 2.44 9.96 2.41 0.18 
期待 益 10.02 9 87 .21 0.00 9.29 .8 0.00 
干渉 註 10.84 32.618 7 9.3ω 4 32.356 0 0.00  9.99 9. o. 
心配 造 9.75 32.832  7.52 3 32.513 0 0.00 8.63 7.27 0.00 
溺愛 議 10.89 32.253  8.865 4 32.530 2 0.00 10.75 0.00 
盲従 誌 11.31 8 .29 32.ω 29 0.00  1.46 .78 O. 
矛盾 誌 10.12 8.69 6 2.937 5 0.0 0 10.13 8.90 0.00 























X 50 X 50 
不満 益 1 0.73 0 32 .08 10 .90 2.849 7 0.6ω 3 11.1 .47 10.61 
非簸 連 32.375 3 1 0 1.23 32 .01 10.46 .76 
厳絡 益 10.218 2 32.257 0 1 0.82 2 2.838  0.8053 1 10.21 
期待 註 9.83 32 .42 10.35 32.928 6 9.15 72 9.44 
干渉 造 10 .72 32 .27 10.97 0.53 2 10.14 .71 9.84 0.35 
心配 込 18 0.12 32.836 7 89.37 l 32 .24 0.06  .95 .77 O. 
溺愛 連 1 1.02 8 3.258  l 10.456 2 32 .19 0.08 3 11. 2. .44 o. 
盲従 益 11.69 32.358 4 10.93 2 32 .02 0.04 2| 1.79 11.1 .46 O. 
矛盾 註 10.039 2 32 .18 10.15 2.858 9 0.820 7 .54 9.93 





X 50 X 50 
不満 益 1.66 2 32 .23 1.43 32.853 0 0.63 511. .47 1.48 
非難 益 10.93 32.046 9 l 0 l.19 32.850 7 0.56 7 10.74 10.59 0.65 
厳格 益 190.929 7 2 .84 9.865 0 32 .50 0.704 3 .41 .37 
期待 色 8.28 2.958 0 8.12 32.30 1 0 .70 8.08 2. 7.64 .17 
干渉 益 89.838 7 3.22 3 9 .29 3.41 0.84 3 2.5 .14 2.59 
心配 益 7.83 9 2 313 7.12 32.ω 47 0.506  7.37 .54 7.15 
溺愛 益 9.-205  3.21 87.696 l 3.536 4 0 00 2.45 2. .18 
盲従 込 8.93 7.57 0 32.015 2 0.00 9.1 8.4 0.02 
矛盾 也 8.76 2.376 8 8-584 3 32.320  0.578 0 8.95 8. 
















































表 18 性別でみる日 ・特における子どもの認知した税の態度
9J 子 女 子
親子関係 続 日 (148人〉 韓 (125人) 危険率 日 ( 145人) 緯 ( 109人) 危険率
X SD X SD X SD X SD 
不満 父母 10.73 3.08 11.66 3.23 0.02 10.90 2.89 11.43 3.回 0.22 11.10 2.47 11.62 2.47 0.08 10.61 2.47 1.48 2.50 0.01 
非難 父母 10.45 3.35 10.93 3.ω 0.22 11.23 3.01 11.20 3.87 0.93 10.62 2.74 10.74 2.46 0.72 10.46 2.76 10.59 2.50 0.69 
厳絡 父母 10.12 3.27 9.99 2.84 0.73 10.83 2.82 9.85 3.50 0.02 10.28 2.50 10.27 2.41 0.99 10.21 2.38 9.60 2.37 0.04 
期待 父母 9.83 3.42 8.28 2.98 0.00 10.35 3.28 8.12 3.30 0.00 9.15 2.72 8.08 2.50 0.00 9.44 2.96 7.64 2.31 0.00 
干渉 父母 10.72 3.27 9.38 3.22 0.00 10.97 3.10 9.29 3.41 0.00 10.14 2.71 8.87 2.53 0.00 9.84 2.63 9.14 2.59 0.03 
心配 父母 10.12 3.36 7.90 3.13 0.00 9.37 3.24 7.12 3.ω 0.00 8.95 2.87 7.37 2.53 0.00 8.31 2.77 7.15 2.47 0.00 
溺愛 父母 11.22 3.25 9.25 3.21 0.00 10.56 3.19 7.96 3.34 0.00 11.08 2.58 9.05 2.45 0.00 10.42 2.44 8.61 2.56 0.00 
盲従 父母 11.69 3.38 8.93 2.95 0.00 10.93 3.02 7.57 3.05 O.∞ 11.79 2.54 9.1 2.39 0.00 11.12 2.46 8.40 2.12 O.∞ 
矛盾 父 10.ω 3.18 8.76 2.76 0.00 10.15 2.89 8.54 3.20 O.∞ 母 10.32 2.54 8.95 2.38 0.00 9.93 2.58 8.83 2.32 0.00 
不一致 父母 10.47 3.11 10.98 3.26 0.20 10.44 3.00 10.16 3.51 0.50 10.18 2.77 11.16 2.回 0.00 10.47 2.77 11.25 2.15 0.01 
(12) 
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表 19 学年~IJでみる日 ・ 緯κおける子どもの認知した鋭の態度
4 年 5 年 6 fド
粧伐臨 続 uα08人) 持 (75人) 危険 1I (92人)緯 (73人) 危険 日 (93人) 特 (86人) 危険
主事
X SD X SO 
主事
X 
ィ: 10結 父 10.53 2.59 11.64 2.89 0.01 10.70 ほ 10.54 2.52 11.23 2.69 0.08 11.19 
Jド 餓 父 1.22 3.01 11.99 3.07 0.10 10.19 母 10.65 2.93 11.55 2.49 0.03 10.42 
厳 格 父 11.15 2.96 10.47 2.75 0.11 9.66 母 10.65 2.74 10.48 2.52 0.70 9.85 
Jtll 千寺 父母 10.72 3.16 8.84 3.03 0.00 9.35 9.80 2.86 8.40 2.16 0.00 9.67 
子 渉 父母 11.71 2.88 10.21 3.41 0.00 10.09 10.82 2.91 9.60 2.88 0.01 9.64 
Jし、 配 父母 10.48 3.07 8.43 3.15 0.00 8.67 9.38 2.91 7.79 2.64 0.00 8.20 
溺 愛 父母 11.63 2.85 9.47 3.37 0.00 9.75 11.45 2.51 9.07 2.84 0.00 10.39 
屯n 従 父 11.89 3.08 8.75 2.95 0.00 10.45 母 11.81 2.60 8.68 2.56 0.00 1.23 
，f 盾 父 10.48 2.65 9.28 2.80 0.00 9.50 母 10.27 2.62 9.33 2.55 0.02 10.05 
不一致 父I:j 10.83 2.76 11.32 3.12 0.28 9.98 10.35 3.01 1.35 2.53 0.02 10.36 
表 20 日・4車両国の子どもの心歴社会的特性
は。 rl (293人) 緯 (234人) 危険本
X SD X SD 
社 バI二h五: 性 7.ω 1.48 6.94 1.44 O.∞ 
n て:r_ 性 7.00 1.59 7.48 1.57 O.∞ 
攻 『陸 何こ 8.64 1.84 8.84 1. 79 0.21 
一一
tIミ同への参加 7.∞ 1.49 6.73 1.52 O.似
rl 発 t'I: 7.41 1.66 6.73 1.61 O.∞ 
1'1己統制 7.42 1.67 7.10 1.59 O.α3 
← 


































X SD X SD 
11.48 3.92 0.19 11.26 2.60 11.54 3.日 0.56 
11.58 2.37 0.30 11.00 2.50 11.83 2.37 0.01 
10.50 3.80 0.60 11.03 2.79 10.71 3.38 0.49 
10.04 2.34 0.32 10.53 2.66 10.43 2.39 0.80 
9.11 3.31 0.04 10.47 2.70 10.15 3.56 0.48 
9.14 2.15 0.05 10.19 2.07 10.20 2.37 0.99 
7.77 3.21 O.∞ 10.08 2.98 8.02 3.ω 0.00 
7.47 2.19 0.00 8.94 2.76 7.77 2.37 0.00 
8.88 3.31 0.03 10.58 2.76 8.98 3.1 0.00 
8.62 2.37 0.01 9.38 2.20 8.80 2.35 0.09 
7.00 3.01 0.00 9.96 2.79 7.20 3.08 0.00 
7.10 2.44 0.01 8.19 2.52 6.95 2.38 0.00 
8.21 3.33 0.01 11.17 2.92 8.31 3.19 0.00 
8.66 2.47 0.00 10.30 2.64 8.80 2.22 0.00 
7.68 3.05 0.00 11.50 2.82 8.42 3.14 0.00 
8.50 2.30 0.00 11.22 2.49 9.12 2.01 0.00 
8.22 3.16 0.02 10.30 2.60 8.49 2.89 0.00 
8.38 2.28 0.00 10.03 2.48 8.96 2.14 0.00 
9.90 3.50 0.90 10.50 2.80 10.56 3.45 0.91 
10.71 2.26 0.40 10.26 2.46 11.49 2.48 0.00 
表 21 口本における性別子どもの心照社会的特性
|ば ~l 子{ 148人) /;1:， F¥ 145人) 危険，事X SO X SO 
H JJE3、E 1生 7.64 1.56 7.57 1.39 0.66 
li てL 性 7.24 1.60 6.92 1.57 0.00 
攻 -事ー 十七 8.65 1. 71 8.63 1.00 0.95 
集団への参加 7.:a 1.39 6.72 1.54 O.∞ 
臼 発 t'主 7.71 1.67 7.10 1.ω O.∞| 
自己統的IJ 7.f3 1.76 7.17 1.54 0.01 







迎いと挺なった傾向であり. 11 本では女 Fが~l r-よりポ
ジティプであるJxLfri.総同では公共心の現自において男





l述 。男子(125人) 17;子(109人) 危険率X SD X SD 
社 メ~ζ ↑'主 6A 1.56 6.94 1.29 0.93 
自 立 性 7.49 1.58 7.48 1.57 0.96 
攻 司書 性 8.0 1.00 8.68 1.64 0.19 
集団への参加 6.67 1.63 6.79 1.39 0.56 
自 発 性 6.70 1.69 6.75 1.51 0.82 I 
自己統制 7.m 1.75 7.18 1.39 0.46 
公 共 JL、6.52 1.61 6.96 1.49 O.ω 
表23 日・緯における性}jIJ子どもの心開社会的特性
日 リJT- 危 L正→F 危日(148入j緯(125h険 阿(145，ル鱒(l09A)険率 X ISD I X 150 率X 18DI X ISD 
社会性 7.61 1.56 6.95 1.56 O.ω 7.57 1.39 6.94 1.29 0，00 
円 、工性 7.24 1.60 7.49 1.58 0.21 6，92 1.57 7，48 1，57 0.01 
攻 司産性 8.65 L71 8.98 1.90 0.13 8.63 1.98 8.68 1.64 0.85 
民Uれの参力[17.28 1，39 6.67 1.63 。ー∞6.72 1.54 6.78 1.39 0，70 
臼発性 7.71 1.67 6.70 1.69 O.飢)7.10 1.60 6.75 1.51 0，08 
臼己統制 7.68 1.76 7.03 1. 75 0，00 7.17 1.54 7.18 1.39 0.92 




































4 iド 5 年 6 年
危 危
日(108人) 斡 (75人) 険 日 (92人) 総 (73人) 険埠~トー三・ 口 (93人) 特 (86人)司区 率
X I S D I X I SD X SD X SD X SD X SD 
H ~ ζ n 7.59 1.56 7.1 1.62 0.04 7.54 1.36 6.89 1.36 0.00 7.槌 1.50 6.85 1.34 0.00 
自 立 判:6.86 1.61 7.09 1.90 0.39 7.24 1.43 7.51 1.36 0.22 7.18 1.70 7.80 1.36 0.01 
攻 事豊 性 8.64 1.86 8.97 1.93 0.24 8.75 1.89 8.64 1.73 0.71 8.54 1.79 8.90 1.71 0.17 
~FJl への参 加I 7.05 1.54 6.73 1.68 0.20 6.87 1.39 6.73 1.39 0.51 7.08 1.53 6.72 1.51 0.12 
臼 発 t，主 7.63 1.83 6.88 1.68 0.01 7.20 1.54 6.88 1.35 0.16 7.35 1.55 6.47 1.72 0.00 
自 己 統制 7.43 1.62 7.08 1.90 0.20 7.05 1.73 7.45 1.41 0.1 7.78 1.61 6.83 1.38 0.00 




























































































































































































注 3)Burgess，日.W.and H.J.Locke， The Fa-
mily : From Institution to Companionship， 
American Book Company， 1950. pp.209-330 
注4)MMPI CMinnesota Multiphasic Personali-
ty 1 nventory) ミネソタ多面人格日録検炎，本論
では円本版MMPI使用。
注5)Hess，R.D.伯木恵チ，東 洋， r母銀の態度 ・
行動と子どもの知的発込，日 ・米比絞研究』 東京
大'{~III版会， 1981. pp. 84 -88 
注6)総丹!附青少年対策本語s縦 『国際比較，[Jノドの千




1975. pp. 174-176 
注9)姉岡勤，1:子武次， ~[[J光汽編 『現代のしつけ
と籾子関係』 川島苫庖 1976. pp. 107-114 
注(0)総f型府与少年対策本部 『家庭のしつけに関する
調子tJ 1980. pp. 40-43 
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Summary 
This paper is aimed to compare the view of rearing， rearing attitude of mothcrs， the child-parent relationships and 
the psycho-sociogenic aspects of the children betwecn Japan and Korea. 
The data for the ana1ysis were derived from the questionaires administered to the 4th. 5th， 6th grade children of 
the primary school and their mothers in Japan and Korea. The survey was conducted in both countries; and each child 
was paired with his/her mothers as matched unit. 
There were 293 pairs in Japan. Among them 108 were 4th graded children， 92 were 5th graded and 93 were of them 
were 6th graded. As of the ratio of boys and girls， itwas 108 and 145. In Korea， there wcre 234 pairs， among which 
75 were 4th graded， 73 were 5th graded and 80 were 6th graded. Among the children， 125 were boys and 109 werc girls. 
The questionaires were designed to survey the mothers' view of rearing and their rearing-attitudes， children's perception 
of their mothers' child-rearing and the psychc同 ociogenicaspccts of the children's personality in Japan and Korea 
Mothers' view of rearing and their rearing-attitudes in Japan and Korea were investigated by 14 items such as the 
ideal image of the child and goa1s of life and so forth. The child-parent relationships identified by the children were 
measured by the items (Test for Diagnosis of Child-parent Relationships developed by Tanaka) indicating the degree 
and the extent of how they feel their parents' dissatisfaction and complaining， strictness， expectation， interference， 
worriness， indulgence， blind obedience， contradiction， and disagreement. The psycho-sociogcnic aspects of the children's 
persona1ity were measured by the items indicating the degree and extent of how they feel about themselves' sociality， 
independece， aggressiveness， participating in groups， spontaneity， self-control and public 印刷1
The findings derived from the statistical analysis of the data were as follows 
1) The view of rcaring and rearing-attitudes of mothers of Korea were almost the same as those of Japan. However， 
differences were found in SOJ11C cases. The ideal image of children in mothers of Korea was characterized by the trai(s of 
independence and creativeness， while the mothcrs of J apan expected thcir children to have sensitivity and kceping 
promise as ideal personaJity traits. The goal of life of children for rnothers in Korea is to be famous and to be royal to 
their country and the society， while the goal of life of children for mothers in Japan is to live their own life-s(yle freely 
as they wish 
2) Sex difference is neither correlated to the mothers' vicw of rearing nor their attitudc of rearing bo(h in Japan and 
Korea except the goal of children's life and their academic carrer expccted from their rnothers. In Korea， the mothers 
of boys tcnded 10 consider the childrcn's life goal in terms of the welfarc of the country and the society， but the mothers 
of girls did not take it into Iheir consideration. In J apan， the rnothers of boys tended (0 lel them have high level academic 
careers Ihan Ihe 1110thers of girls. 
3) The child-parenl relationships belween Japan and Korea was found to have rernarkable differences. The children 
of Korea had a strong feeling that their parents' dissatisfaction and disagreernent were not negative l10re than that of 
the children in Japan， while for the children in Japan， their parents' striclness， cxpectation， inlerference. worriness， 




4) In Korea， boys have more positive view of child-parents relationships than girls. In J apan， for boys， their relation-
ships between mothers and themselves were more positive than the relationships with fathers. For girls， the relation was 
totally opposite from boys. Their relationships with fathers were much better than the relationships with mothers. 
5) The psycho-sociogenic aspects fo the children's personality between J apan and Korea had many remarkable 
differences. Independent trait of the psycho-sociogenic aspects of the children's personality in J apan were stronger than 
the children in Korea. However， sociality， needs for participating in group， spontaneity， self-control and public spirit 
of the psycho-sociogenic aspects of the children in Korea were more stronger than the children in J apan. 
6) In J apan， girls had more positive psycho-sociogenic aspects th釦 boys，while there was no sex difference in Korea. 
For boys， there were differences between Japan and Korea. The boys of Korea showed more positive tendency than 
the boys of Japan. However， the girls ofboth Japan and Korea showed that they had almost the same psycho-sociogenic 
aspects. 
As far as the data is concerned， we might say that the Japanese child-parent relationships， the psycho-sociogenic 
aspects of children's personality are c1early different from those of Korea. And also， the findings stated above seem to 
suggest that the difference of cultures and the systems of the societies have given very irnportant effects on forming the 
children・spersonality. 
(18) 
